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■練習室・会議室の抽選会について
　下記のとおり練習室・会議室の抽選会を行いますので、施設利用を希望
される団体の代表者はぜひご出席ください。
●日時●平成30年3月8日（木）　午前9時
　　　　※開場は8時45分。9時20分までに希望申込書を提出ください。
●会場●天神山文化プラザ　第2会議室（3階）
●抽選対象日●平成30年9月1日〜平成30年11月30日
●注意事項● ・ 休館日（月曜日）のほか、抽選の対象に含まれない日があ

ります。
　　　　　　・ 営利を目的とした活動にはご使用いただけません。
　　　　　　・ 使用許可決定後の団体名、催し物名、使用目的、使用日時

の変更、およびキャンセルは、原則としてできません。
　　　　　　・ 定期的に長期にわたって使用する場合は、週2回を限度とし

ます。
　　　　　　・ 一般の予約は、抽選会の1週間後から2階文化情報センター

にて受け付けます。

■ホールの新機材（音響・照明）の講習会について
　天神山文化プラザでは、ホール機材の更新のため、平成30年1月25日
（木）までホールを閉鎖いたします。当館をご利用の皆様には何かとご不便・
ご迷惑をおかけしますが、ご理解のほど何卒よろしくお願いいたします。
　なお、平成30年2月24日（土）10：00より、新しい機材を使っての講
習会を実施します。お問い合わせおよびお申込みは、メールもしくは電話
にて2月17日（土）までにお願いいたします（担当：須々木　TEL 086-
226-5005  メール tenplaza@o-bunren.jp）。

■平成30年度天神山文化プラザ土曜劇場　鑑賞モニター募集
　天神山文化プラザでは、ただいま平成30年度の土曜劇場の鑑賞モニター
を募集しています。公演を鑑賞の上、皆さまの新鮮なご意見・ご感想をお
聞かせください。
●応募資格●平成30年度の土曜劇場7公演（下記参照）のうち、4公演以
上鑑賞し、鑑賞後にレポートを提出できる方。
●定員●20名程度　　●締切●平成30年3月31日（土）
●応募・問合せ先●住所、氏名、電話番号、年齢、職業、応募理由を明記
のうえ、メール、電話、FAX、郵送いただくか、天神山文化プラザ2階文
化情報センターまで直接お申込みください。
〒700-0814　岡山市北区天神町8-54
TEL 086-226-5005  FAX 086-226-5008
（担当：須々木　メール tenplaza@o-bunren.jp）

●平成30年度天神山文化プラザ土曜劇場 公演一覧●
 5/26〜27　TEAMボンッ！ DEリング公演（演劇）
 6/ 2〜 3　 岡山県高等学校演劇協議会西地区（ 〃 ）
 6/ 9〜10　岡山県高等学校演劇協議会東地区（ 〃 ）
 7/14〜15　岡山手話劇団「夢二」公演（ 〃 ）
11/24〜25　劇団ひびき公演（ 〃 ）
 1/26〜27　KDF HAPPY プロジェクト公演（ダンス）　
 3/23〜24　岡山大学演劇部公演（演劇）
�y�y�y�y�y�y�y�y�y�y�y�y�y�y�y�y�y�y�y�y�y�y�y�y ※日程等は変更になる場合があります。

お 知 ら せ

ホール

第４練習室

第２会議室
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平成29年度土曜劇場
演劇ユニットcoicoi『贋作   罪と罰』より
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公募で選ばれた県内の演劇等の団
体が天神山文化プラザのホールで
土・日曜日に公演を行う。会場費等
は当館が負担し、入場料は団体の収
入になる。昭和37年の創設以降、
岡山の舞台芸術の振興に貢献して
いる。
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指定管理者　公益社団法人岡山県文化連盟
〒700-0814　岡山市北区天神町8-54
TEL：086-226-5005　FAX：086-226-5008
http://www.tenplaza.info/
休館日：月曜日・年末年始（12月28日～１月4日）

—編集・発行— 2018年1月発行

表紙の写真
撮影者：伊東和則
　ホール中２階にある照明の調光卓。更新工事に入る
直前、従来の調光卓を最後に使ったのは、岡山市内中学
校の演劇部発表会です（写真は岡山県立岡山操山中学
校）。緊張感漂うリハーサルにお邪魔し、撮影させてい
ただきました。ご協力ありがとうございました。

編集後記
　年末に、久々に風邪で数日間寝込んでしまいまし
た。年明けに職場で加湿器を設置してもらったとこ
ろ、目も喉も調子がいいようです。やはり潤いのある
生活は大事！　皆様も、健康第一で1年をお過ごしくだ
さいませ。（藤原）

　すっかり葉が落ちてしまった天神山の林の中、「天
神鯰」も冬眠中です。
　昨年の「天神山迷図」で人気者となった流木の鯰
は、多くの方のご要望もあってしばらくの間、天神山
に残ることになりました。春には虫たちと一緒に目を
覚まして、また様々な企画イベントで活躍してくれそ
うですよ。(福田)

　あけました！
　ホールは昨年末からの音響・照明機器の一斉更新
で、使いやすく便利に生まれ変わります。詳しい使い
方をご案内するために、2月24日（土）10時〜「新音
響・照明機器の使い方講座」を実施します。また、2
月は名作映画→シアターオブユース（狂言）→日本の
うた→ホールセレクションと、ホール企画が目白押し
のてんこ盛りです。ぜひお誘いあわせのうえお越しく
ださいませ！　今年もどうぞよろしくお願いいたしま
す。（須々木）

　現在、天プラホールの照明・音響設備の更新工事が
進行中。旧設備は、半世紀にわたってホールでの様々
な舞台芸術やイベントを裏から支えてくれました。役
割を終えた設備は最新機器と比べると無骨で重量感が
ありますが、長年の功労者です。長い間、本当にご苦
労様でした。これからは、より進化した後輩たちが天
プラホールの新しい歴史を作っていきます。（花田）
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生涯学習「つくし歌謡」

　今回ご紹介するのは、月に1回、月曜日の午後に練習室をご
利用の「つくし歌謡」さんです。教室にお邪魔して、講師の奥
村和子さんにお話を伺いました。
―まずは「つくし歌謡」さんについて教えてください。
　歌が大好きな仲間が集まって、8年前に結成したグループで
す。当時は「たんぽぽ歌謡」といって、男性の生徒さんもいた
のですが、徐々に女性の生徒さんが増えてきたので、男女でグ
ループを分けました。私たち女性グループは「つくし歌謡」と
名乗らせていただいています。
―天プラでの活動が中心ですか？
　第1月曜日に天プラで勉強会をして、そのほかの月曜日はカ
ラオケボックスで歌っています。
―今日がその勉強会の日というわけですね。
　そうなんです。いつも天プラでは、新曲を1曲歌えるようにし
ています。今日は、「京都二寧坂」（歌：中村美津子　作詞：松
井由利夫　作曲：叶弦大）をマスターします。新曲は、私が好
きなものだったり、生徒さんのリクエストに応えたり。まずは
私が歌い、こぶしを利かせるところや特に情感を込めるところ
などをお話しします。その後、みんなで斉唱し、だいたい歌え
るようになったら1コーラスずつ生徒さんに歌ってもらいます。
―どんな歌を歌うことが多いですか？
　演歌が多いですが、あまりジャンルにはこだわっていませ
ん。昭和歌謡やシャンソンも歌いますし、以前唱歌が好きな生
徒さんがいらしたときは唱歌をよく歌っていました。
―あ、割と自由なんですね。　
　プロの歌手を目指して稽古しているわけではないですから、
楽しいのが一番です。今日の曲が自分に合わないと思ったら、
無理に歌わなくてもいいですし。たくさんの曲の中から、「自
分の歌」と思える一曲に出合ってほしいと思います。
―「つくし歌謡」さんが、天プラ文化祭の参加者からも人気が
ある理由が分かった気がします。
　プロの歌手の歌声はもちろんいいものですが、素人の方が、
心を込めて歌う姿が私は好きです。声に味があるというか、そ
の人の人生が声に出るというか…。お客様もそのあたりを感じ
てくれているのではないかと思います。
―最後にメッセージをどうぞ。
　歌うことは喉や腹筋を鍛えて健康寿命を延ばし、何よりもス
トレス解消になります。歌うことに興味がある方、私たちと一
緒に楽しみませんか？
　『京都二寧坂』から京都
の思い出話に花が咲き、そ
こから結婚・家族の話にな
り…。みなさんのお話も実
に楽しく、かつとても勉強
になりました。「来年みん
なで京都に行こうか」と盛
り上がる、和気あいあいの
皆さんでした。

ほかの人が歌っているときは手拍子をするな
ど、とにかく歌うことを楽しんでいる皆さん。


